


2022年度 検証結果報告書（名寄市立大学）

2023年3 月 10日

名寄市立大学

学長 野村陽子 殿

貴機関における動物実験の実施体制に関して、 提出された自己点検・評価報告書 に対

する検証結果を通知しま す。

公益社団法人日本実験動

理事長 三好

対象機関：名寄市立大学

申請年月日：2022年7月25日

訪問調査年月日：2022年10月27日

調査員：森松正美、 佐々木崇

検証の総評

名寄市立大学は、1960年に開学した名寄女子短期大学を母体とし、2006年に開学

された公立の4年制大学であり、 栄養学科、 看護学科、 社会福祉学科及び社会保育

学 科で構成する保健福祉学部が置かれる。 実験動物は 2施設で飼養保管 され、 研究

と教育のために動物実験が 実施されており、 文部科学省の 「研究機関等における動

物実験等の実施に関する基本指針（以下「基本指針」 という。）」及び環境省の「実験

動物の飼養及び保管並び に苦痛の軽減に関する基準（以下「飼養保管基準」という。）」

に則した「名寄市立大学動物実験規程（以下「動物実験 規程」という。）」の下で、動

物実験計画書の審査・承認、結果報告、教育訓練、自己点検・評価及び情報公開が行

われている。 また、飼養保管 体制も動物実験管理者と実験動物管理者の下、衛生的な

環境の維持に努められている。

実験動物管理者が日本実験動物学会の実験動物管理者等研修会に頻繁に参加して

専門知識習得に努力していることや、学生入学時のアレルギ ー調査 で必要に応じて

動物アレルギ ーの注意喚起を行っていることは、 動物実験を適正かつ安全に行う取

り組みとして商く評価できる。

しかしながら、動物実験の実施体制や実験動物の飼養保管状況等の一部に改善の
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